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  新年 あけまして おめでとう ございます。   

  コロナ禍を乗り越え、今年も省エネ・再エネ・温暖化防止の活動を 

さらに進めていきましょう。  

NPO法人市民共同発電をひろげる城陽の会  理事長 土居 靖範  

 

 

  白熱電球とＬＥＤ電球の無料交換会、 

２月１４日・文化パルクで開催    
 使用中や点かなくなった白熱電球とＬＥＤ電球の無料交換会を開催します。２月１４日、場所

は文化パルク城陽の市民プラザ、文パルの中央、円いホールです。コロナ禍の開催を考慮して、

広さと換気が十分できる場所で省エネに直結するＬＥＤ電球交換会を実施します。 

「２０５０年カーボンニュートラル」を日本政府がようやく宣言しました。家庭でも省エネ推

進の契機にしてもらおう、との思いで企画しました、ぜひご参加ください。 

白熱電球（電球型の蛍光灯でもかまいません）を 1個以上お持ちください。４０ｗ又は６０ｗ

相当のＬＥＤ電球（２６口）１個と交換します。もちろん無料です。 

広いホールですが定員が１２０名となっていますので、コロナ感染予防による入場制限の為、

１部・２部、５０名ずつの１００名先着順とさせていただきます。体温測定や手指の消毒や連絡

先の記入（交換番号カードを兼ねています）などにご協力ください。１部は１２時から交換を開

始し、５０個の交換が完了した時点で一旦終了します。２部は１時３０分から開始します。１部

が早く完了した場合、恐れ入りますが１時３０分までお待ちください。 

この機会にご家庭の省エネ・脱炭素社会実現への一歩としてください。 

☆日時 ２月１４日(日）正午から３時( 11時45分開場 ）  

 1部 12時～1時半､先着 50名（50個）  2部  1時半～3時､先着 50名（50個）  

    （1部、2部いずれもＬＥＤ電球がなくなり次第終了します） 
 

☆場所 文化パルク城陽  市民プラザ   
                           （ 近鉄寺田駅 南へ約 10分 ） 

この企画のキッカケは広報「じょうよう」７月１日号の記

事（右の写真）と今年の京都府温暖化防止センターの研修用

ユーチューブで流れたドイツの事例。 

広報ではＬＥＤ電球に交換すると「約８５パーセント消費

電力を抑えることができます」とあり、京都府温暖化防止セ

ンターの研修でのシュノルバッハ村（ドイツ南西部ラインラ

ント=プファルツ州 面積 3.42 ㎢人口 240 人）で行われた映 

                   広報７月１日号 ⇒ 
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像の紹介、この両方がヒントです。この村では「ＬＥＤ交換ディー」を設け、１日で多くの電球

を交換したばかりではなく、周辺の４０もの市町村がその後「交換事業」を行いました。また、

ＬＥＤ電球と交換した人々は温暖化の防止と暮らしにとって有益なことがわかり、次々と省エネ

を実践しているそうです。日本では東京都が２０１７（ｈ29）年に「白熱電球２個以上を持参し

た都民に対して、ＬＥＤ電球１個との無償交換及び省エネアドバイスを実施」し、ＬＥＤ電球を

１００万個用意されたそうです。翌年７月に終了しています。 

私達のＮＰＯでは１００万個は無理ですが１００個ならできます。省エネ・カーボンゼロ社会

実現のささやかな切っ掛けになることを願っています。 

地元の電気屋さん、（株）てくのハウス・マキノ城陽店やエーシック（株）、星和電機（株）、京

都中小企業家同友会・城陽綴喜支部の皆さんが応援をしてくれています。城陽市の後援も頂いて

います。ホームページでもお知らせしています。 

 １９日に関西広域連合と合同で行われたリモートの第 3 回京都府温暖化防止推進員研修では、

この交換会が紹介され、古家野事務局長が「近隣では行われていない取り組み、３密にならない

ように安全に１００個の交換をしたい」とスピーチ、アピールしました。この研修ではコロナ禍

でも皆さんが工夫して省エネ・再エネ普及活動をされている様子が報告されました。 

 チラシも同封しています、ご近所の方を誘ってＬＥＤ電球の交換会にお越しください。 
                   ＜交換会はコロナ感染状況によって変更することがあります＞ 

 

政府の「グリーン成長戦略」再エネ重視で温暖化防止へ  

２０５０年に原発ゼロでカーボンゼロ実現を 
 

 昨年１０月の「カーボンゼロ宣言」につづき、政府は年末の１２月２５日に２０５０年までに

温室効果ガスの排出を実質的にゼロにするための「グリーン成長戦略」をまとめました。宣言か

ら２ヶ月、これまでの目標に比べ電力の非炭素化や水素の活用など頷ける要素も多いが、短期で

取りまとめをおこなったことから３０年先にある社会が見えにくい内容です。 

 全エネルギーの凡そ半分（45％）を占める電力分野では、再生可能エネルギーについて「最大限

の導入をはかる」と強調していますが、最初から根拠もなく「電力の１００％をまかなうのは困難だ」

として、「５０～６０％」をあげています。この数値は欧州の主要国が２０３０年にめざしている水準

でしかありません。また、原子力発電（火力発電を含む）と合わせて３０～４０％も占めています。

ドイツやスペインなどの国々では原子力発電は全廃の方向

に向かっています。 

また、ガソリンを使うハイブリッド車を脱炭素の手段に含

めるのは理屈に合わないばかりか、英国をはじめ非化石燃料

車の販売を禁止する国々が相次いでいる中では奇異な「戦略」

となっています。自動車業界からハイブリッド車は残してほ

しいとの要請があったとの報道があり、まるで、業界の要望

を踏まえて作成されたかのような感は否めません。  

日本は廻りを海に囲まれ、海上風力発電や潮流発電、太陽

光発電、バイオマス発電など資源が豊富にある、再生可能エ

ネルギー大国であることを忘れてはなりません。 

無駄な電力やエネルギーを使うことはやめなければなり

ません。省エネの技術や暮らしを大いに進め、再生可能エネ

ルギー１００％社会への道がもっと謳われるべきではない

でしょうか。 

 

福島原発事故１０年 ２月２７日にゼロの会が文パルで記念集会 
 人類史上最大規模の原発事故から１０年を迎えました。原発ゼロをめざす城陽の会では、「原

発ゼロ・核兵器のない社会の実現」をテーマにフリーライターの守田敏也さん、原発事故避難者

の福島敦子さんらをお招きして記念集会を開催します。ぜひご参加ください。 

日時  ２月２７日（土）午後１時３０分から  

場所  文化パルク城陽 ふれあいホール 

 （参加は無料、マスク着用などコロナ感染対策をお願いします）  
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卒ＦＩＴ電力買取可能な電力会社一覧表 
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身近にある再エネ重視の新電力一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本会のＱＲコードです。スマホなどをかざすと本会ホームページを閲覧する

ことが簡単にできます。お試しください。 

 NPO 法人市民共同発電をひろげる城陽の会        2021(r03).01.25 

連絡先 0774-55-4190  e-mail bnkmf858@kcn.jp 
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